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家
庭
の
窓
際
等
で
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
つ
る
植
物
を
カ
ー
テ
ン
状
に
育

て
る
と
、
日
よ
け
と
な
り
、
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
ゴ
ー
ヤ
の
カ
ー
テ
ン
を
育
成
す
る
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

□�

５
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
て
、
自
宅
で
ゴ
ー
ヤ
を
育
成
で

き
る
こ
と

□�

期
間
中
、
育
成
状
況
や
日
よ
け
効
果
な
ど
の
報
告
（
全
10
回
）
が

で
き
る
こ
と

□�

講
習
会
へ
の
出
席
と
資
材
（
プ
ラ
ン
タ
ー
２
個
、
土
、
ゴ
ー
ヤ

苗
、
ネ
ッ
ト
等
）
の
持
帰
り
が
で
き
る
こ
と

　
　
　
　

日
　
時

場
　
所

内
　
容

５
月
25
日(

金)

午
後

６
時
～
７
時

区
役
所
２
階

大
会
議
室

ゴ
ー
ヤ
の
カ
ー

テ
ン
の
作
り
方

や
注
意
事
項
の

説
明
、
資
材
の

配
布

５
月
26
日(

土)

午
前

10
時
～
11
時

午
後

２
時
～
３
時

支
所
２
階

会
議
室

※�　

い
ず
れ
か
１
回
に
出
席

　

�　
　
　

50
世
帯
（
多
数
の
場
合
は
応
募
書
類
を
基
に
選
考
）

　

�　
　
　

区
役
所
・
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
で
配
布
す
る
募
集

チ
ラ
シ
裏
面
の
応
募
シ
ー
ト
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
で
問
合
せ
先
へ
。

　

５
月
15
日
（
火)

必
着
。

※�　

応
募
シ
ー
ト
は
、
区
役
所
ま
ち
づ

く
り
推
進
担
当
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

�　
　
　

区
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当

　

(

☎
381
・
７
１
９
７
、
FAX
391
・
０
５
８
３
、

電
子
メ
ー
ルnishikyo-machi@city.kyoto.jp

)　

応
募
資
格

講
習
会

定
　
員

申
込
み

問
合
せ

　

今
月
は
、
古
く
か
ら
交
通
の

要
衝
と
し
て
栄
え
、
今
も
往
時

を
し
の
ば
せ
る
町
並
み
が
残
る

樫
原
学
区
を
紹
介
し
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

樫
原
学
区
に
は
、
山
陰
、
丹

波
と
京
都
を
結
ぶ
旧
山
陰
街
道

に
沿
っ
て
、
江
戸
時
代
、
参
勤

交
代
の
際
に
大
名
が
宿
泊
し
た

本
陣
跡
を
は
じ
め
、
趣
あ
る
町

家
が
多
数
残
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
街
道
沿
い
は
「
界
わ
い
景

観
整
備
地
区
」
に
指
定
さ
れ
、

景
観
の
保
全
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

学
区
で
は
、
安
心
安
全
の
取

組
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。
近
年
、
区
内
で
増
加
し
て

い
る
高
齢
者
等
の
自
転
車
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
交
通
安
全
推
進

会
が
中
心
と
な
り
、
自
転
車
安

全
運
転
講
習
会
を
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
は
約
100
人
も
の

方
が
参
加
さ
れ
、
自
転
車
の
安

全
で
正
し
い
乗
り
方
な
ど
に
つ

い
て
講
習
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
月
５
日
と
20
日
の

無
火
災
推
進
日
に
は
、
自
治

会
、
各
種
団
体
が
中
心
と
な
っ

て
、
消
防
分
団
等
の
協
力
の

下
、
拍
子
木
を
打
ち
鳴
ら
し
な

が
ら
防
火
の
見
回
り
を
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
毎
日
、
有

志
の
方
が
小
学
生
の
登
下
校
の

見
守
り
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
８
月
に
は
、
地
域
の

絆
き
ず
な

を
深
め
る
た
め
、
夏
祭
り
・
防

犯
の
夕
べ
を
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
催
し
を
変
え
て
、

祭
り
が
盛
り
上
が
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
お
り
、
昨
年
は
明
徳
高

校
の
生
徒
に
よ
る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
好
評

を
博
し
ま
し
た
。

　

安
岡
五
郎
樫
原
学
区
自
治
連

合
会
会
長
は
、
「
毎
日
の
小
学
生

の
見
守
り
活
動
や
防
火
の
見
回

り
な
ど
、
住
民
に
よ
る
継
続
的

な
活
動
が
、
ま
ち
を
支
え
て
い

る
。
３
月
に
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
中
心
と
な
り
、
非
常
時

に
速
や
か
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
「
樫
原
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
た
。
こ
う
し
た
取
組

に
よ
り
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地

域
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
き

た
い
。
一
朝
一
夕
に
は
成
果
は

表
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

地
道
に
取
組
を
続
け
、
「
向
こ
う

三
軒
両
隣
」
の
精
神
で
、
互
い

に
助
け
合
う
温
か
い
ま
ち
を

作
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
ま
ち

づ
く
り
へ
の
熱
い
思
い
を
語
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

<樫原学区>
⑬

6,037
14,715

（平成24年3月1日現在）

　山の緑を火災から守りましょう

木に群がるミツバチ

５
月
１
日（
火
）
は
固
定
資
産
税
・

�

都
市
計
画
税
第
１
期
分
の
納
期
限
で
す

○　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

○　

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

区
役
所
固
定
資
産
税
課（
☎
381
・
７
３
４
２
、７
３
４
３
）

　

支

所

課

税

課（
☎
332
・
９
１
７
２
）

５
月
は
憲
法
月
間
で
す

　

西
京
区
で
は
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
毎
年
、
様
々
な
催
し
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
映
画
の
上
映
会
を
実
施
し
ま
す
。
見
習
い
警
察
犬
と
訓
練

士
が
、
警
察
犬
試
験
に
何
度
も
失
敗
し
な
が
ら
も
、
あ
き
ら
め
ず
挑
戦

す
る
こ
と
を
通
じ
て
絆

き
ず
な
を
深
め
て
い
く
感
動
の
作
品
で
す
。
多
く
の
方

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

５
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
40
分
（
開
場
午
後
１
時
）

　
　
　
　

ホ
テ
ル
京
都
エ
ミ
ナ
ー
ス　

明
治
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
ホ
ー
ル

※�　

市
バ
ス
29
・
33
・
73
・
西
１
～
５
・
８
系
統
、
京
阪
京
都
交
通
、
阪

急
バ
ス
、
ヤ
サ
カ
バ
ス
、
い
ず
れ
も
「
境
谷
大
橋
」
又
は
「
洛
西
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
下
車

　
　
　
　

400
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※�　

ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
に
は
、
代
表
者
あ
て
に
チ
ケ
ッ
ト
を
送
付

し
ま
す
。
ご
来
場
の
際
に
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

入
場
無
料

※　

日
本
語
字
幕
、
音
声
ガ
イ
ド
付
き
。

　
　
　
　

　

５
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

い
ず
れ
か
で
、
「
京
都
い
つ
で
も
コ
ー
ル
」
（
年
中
無
休
）
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○　

☎　

661
・
３
７
５
５(

午
前
８
時
～
午
後
９
時)

○　

FAX　

661
・
５
８
５
５

※�　

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
「
西
京
映
画
の
つ
ど
い
参
加
」
と
明
記
の
う

え
、
代
表
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
及
び
代
表
者
以
外
の
全
員
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

○　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

�　
「
京
都
い
つ
で
も
コ
ー
ル
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　

　

支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
（
☎
332
・
９
３
１
８
）

※　

同
担
当
で
の
申
込
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
　
時

場
　
所

定
　
員

申
込
み

問
合
せ

　

５
月
13
日
（
日
）
を
基
準
日
と
し
て
、
学

区
・
地
域
ご
と
に
、
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま

す
。
日
時
、
集
合
場
所
等
は
、
回
覧
や
掲
示

板
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

区
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
（
☎
381
・
７
１
９
７
）

　

支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
（
☎
332
・
９
３
１
８
） 

　市民の健康づくりや生活習慣病の予防

などについて、保健センターと一緒に取

り組んでいただくボランティアの養成講

座を開催します。多くの方のご参加をお

待ちしています。

日　時　�５月 16 日（水）
　　　　午後１時 30 分～３時 30 分

場　所　洛西支所２階大会議室
対　象　区内在住の方
定　員　先着 20 名
申込み　�４月 20 日（金）

から、電話か来所

により問合せ先へ。

問合せ　�支所健康づくり推
進室

　　　　（☎ 332・9348）

　

気
温
が
高
く
な
る
と
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
対
策
を
行
い
、
食
中
毒
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

●　

こ
ま
め
に
手
を
洗
う
。

●�　

お
弁
当
等
を
持
ち
歩
く
と
き
は
、
保
冷
剤
等
に

よ
り
、
温
度
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

●�　

生
肉
に
触
れ
た
箸は
し

と
食
べ
る
た
め
の
箸
を
使
い

分
け
る
。

●�　

生
肉
は
十
分
に
加
熱
し
て
食
べ
る
。

●�　

生
肉
を
保
存
す
る
場
合
は
、
容
器
に
入
れ
る
な

ど
、
他
の
食
品
に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

問
合
せ　

　

保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
課(

☎
392
・
５
６
９
０)

　

ミ
ツ
バ
チ
は
春
と
秋
に
、
女
王
バ
チ

の
世
代
交
代
に
当
た
っ
て
巣
分
か
れ
を

し
ま
す
。
数
千
か
ら
数
万
の
ミ
ツ
バ
チ

が
、
新
た
な
巣
を
作
る
場
所
を
求
め
て

引
越
し
を
し
ま
す
。
群
れ
に
何
も
し
な

け
れ
ば
、
ミ
ツ
バ
チ
が
人
を
襲
う
こ
と

は
な
く
、
数
日
で
別
の
場
所
に
移
動
し

ま
す
。

問
合
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
課

(

☎
392
・
５
６
９
０)

　

３
月
７
日
、「
平
成
23
年
度
京

都
府
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
市
民
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
ご

功
績
に
よ
り
、
桂
徳
学
区
の
齊
藤

利
子
氏
（
写
真
右
）
と
松
陽
学
区

の
前
渕
美
佐
子
氏
（
写
真
中
央
）

の
２
名
の
方
が
功
労
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

保
険
料
の
納
付
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

保
険
料
の
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
納
入
通
知
書
な
ど
国
保

記
号
番
号
（
後
期
高
齢
者
医
療
は
、
被
保
険
者
番
号
と
徴
収
番
号
）
が

分
か
る
も
の
、
預
貯
金
通
帳
、
口
座
の
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
金
融

機
関
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）
又
は
区
役
所
・
支
所
保
険
年
金
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
）
の
方
は
、
口
座
振

替
の
申
込
み
を
さ
れ
る
際
、
納
付
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
保
険
年
金
課

に
必
ず
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

保
険
料
は
納
期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
特
別
な
事
情
も
な
く
滞
納

し
て
い
る
世
帯
に
対
し
て
は
、
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
給
与
、

預
貯
金
、
不
動
産
、
生
命
保
険
、
年
金
な
ど
の
差
押
え
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付

◆
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
）
の
方

　

平
成
23
年
度
か
ら
引
き
続
き
特
別
徴
収
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
は
、
24
年
２
月
の
保
険
料
と
同
額
を
４
月
、
６
月
、

８
月
に
仮
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
24
年
４
月
か
ら
新
た
に
特
別
徴
収
さ
れ
る
方
は
、
４
月
、
６

月
、
８
月
に
仮
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
く
額
を
、
4
月
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

24
年
度
の
正
式
な
保
険
料
の
額
は
、
７
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
納
付
書
又
は
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
さ
れ
て
い
る
方

　

平
成
24
年
度
の
正
式
な
保
険
料
の
額
は
、
７
月
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
間
は
、
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
合
せ

　

区
役
所
保
険
年
金
課

　
　

口
座
振
替
の
申
込
み(

☎
381
・
７
４
０
６)

　
　

保
険
料
の
徴
収
等(

☎
381
・
７
４
０
７)

　

支
所
保
険
年
金
課(

☎
332
・
９
２
９
７)

　

３
月
９
日
に
「
第
２
回
西
京
ま

ち
づ
く
り
区
民
会
議
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
昨
年

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
た
な

区
基
本
計
画
を
、
区
民
の
皆
さ
ん

と
協
働
で
推
進
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
第
１
回
会
議
の
協
議

内
容
等
を
踏
ま
え
、
区
基
本
計
画

の
中
で
当
面
の
間
、
特
に
力
を
入

　日本赤十字社は、大規模な地震

や大雨などによる災害時の医療救

護活動や救援物資の搬送をはじ

め、献血事業、ボランティアの育

成強化など幅広い活動を展開して

います。

　これらの活動を更に推進するた

め、毎年５月を「赤十字運動月間」

と位置付け、全国的に資金協力を

呼びかけています。皆様の温かい

ご支援をよろしくお願いします。

　市立芸大准教授の北村敏則氏の企画による、ドラムの録音と実際の演奏を

組み合わせた奏法のコンサートをお楽しみください。

日時　５月 12 日（土）午後６時 30 分～
場所　大原野中学校　コミュニティホール
定員　150 名（多数の場合は抽選）
参加費　600 円（中学生以下は無料）
申込み・問合せ
　�往復はがきに住所、氏名、年齢、参加人数 (５名まで )を明記のうえ、

　〒 610－1123 西京区大原野上里南ノ町 18大原野中学校（☎ 333・3207）へ。

　４月 27日（金）必着。

区
基
本
計
画
の「
重
点
テ
ー
マ
」

�

を
決
定
！

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
お
知
ら
せ

食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

美
し
い
ま
ち・西
京
区
を
目
指
し
て
！

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

区
内
一
斉
清
掃

健康づくりサポーター
養成講座

©2010「きな子～見習い警察犬の物語～」製作委員会

  

～
ゴ
ー
ヤ
の
カ
ー
テ
ン
を
育
て
て
、

エ
コ
ラ
イ
フ
を
実
践
し
ま
せ
ん
か
？
～

５月  は赤十字運動月間

竹取コンサート
「世界初のドラム奏法！＜未知との遭

そう

遇
ぐう

＞」参加者募集

ミツバチの巣分かれの季節ですおめでとうございます

京都府スポーツ賞表彰

自転車安全運転講習会

樫原まつり

　４月１日、浅原公園で、恒

例の「桂東さくらまつり」が

開催されました。公園ができ

た約 30 年前に、学区民の皆さ

んの寄付により植えられた桜

の下、地域女性会等による模

擬店が出店され、多くの方で

にぎわいました。

れ
て
取
り
組
む
べ
き
分
野
に
つ
い

て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
区
基
本
計

画
に
お
け
る
「
重
点
テ
ー
マ
」
と

し
て
、
次
の
４
項
目
が
設
定
さ
れ

ま
し
た
。

●�
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
更

な
る
活
性
化

●�
共
に
支
え
合
う
福
祉
と
健

康
の
ま
ち
づ
く
り

●�

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

●�

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り

　

今
後
、
こ
の
重
点
テ
ー
マ
の

下
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
区
役
所
・

支
所
が
一
緒
に
な
っ
て
、「
西
京
区

に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
」
と
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

問�

合
せ　

区
役
所
総
務
・
防
災
担
当

�
(

☎
381
・
７
１
５
８)

○　たばこのポイ捨てをしない。

○�　火を使用するときは、周囲

に燃えやすいものがないか確

認し、必ず消火用の水を用意

する。

○�　強風、乾燥注意報が発令さ

れているときは、火の使用を

控える。

～命を救う、
　力を合わせよう。～

憲
法
月
間 

映
画
の
つ
ど
い

　 「
き
な
子

～
見
習
警
察
犬
の
物
語
～
」

山林防火運動
４月20日(金) ～４月26日(木)

　これからの季節は、空気が乾燥する

うえ、ハイキングなどの行楽客も増え、

たばこやたき火の不始末等による山火

事が起こりやすくなります。

　山の緑を火災から守るため、次のこ

とに注意しましょう。

桂東さくらまつり
が開催されました

「
西
京・み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」

区
民
モ
ニ
タ
ー
募
集


